
     
◆ 2023 年 1 月の放課後子ども囲碁教室のお知らせ 
 
◆ 第三小学校：1月 10日、17日、24日，31日 毎週火曜日 2時 30分～ 四階 家庭科室 
◆第四小学校：1月 16日、23日、30日 毎週月曜日 2時 30分～ 三階 ひらめき教室 
◆ 第十小学校：1月 13日、20日、27日 毎週金曜日 2時 30分 一階 家庭科室 
◆ 大和田小学校：1月 11日、18日、25日 毎週水曜日 2時 30分 二階 図書室 
 
■1月 5日は囲碁の日「打ち初め式」 
 「い（1）ご（5）」（囲碁）と読む語呂合わせから「囲碁の日」となっています。関連する記念日として同じ
く語呂合わせより、1月 15日は「いい碁の日」となっています。我が国の囲碁のメッカといえば、日本棋院で
す。大倉財閥の大倉喜七郎らが経済面で多大な援助し、1924 年 7 月に設立された団体です。「日本の伝統文化
である棋道の継承・発展を図るとともに、棋士の健全な育成を行い、囲碁を通して文化の向上に資すること」を
目的としています。 
 毎年恒例テレビのお正月番組といえば「新春スペシャル囲碁対局」ですね。家族で番組を楽しんでもらいもの
です。教室でも趣向を凝らした正月を迎えての子ども囲碁のスペシャルを企画しま
す。 
第一話 第 26回女流棋聖戦 1月 19日から 
16 名によるトーナメント戦で。挑戦手合いに残ったのが仲邑 菫三段です。相手
は上野愛咲美女流棋聖で、3 番勝負です。1 手 30 秒、1 分の考慮時間が 10 回と
なります。このルールを守らないと負けとなります。株式会社NTT ドコモが協賛
し優勝賞金は 500万円となっています。 
仲邑三段のことです。3歳で囲碁を覚え、3歳 7か月でアマ囲碁大会に初出場し
ます。5 歳の時に関西アマ女流囲碁名人戦 B クラスで優勝します。その後 2018
年 1 月に一家で韓国のソウル市に引っ越して囲碁短期留学の形で同年 4月に 9歳
で囲碁道場に通い、韓国棋院の研究生になります。そして 10歳 0か月でプロ入り
最年少入段者となります。特異な能力の持ち主といえます。 
 
第二話 第 47期棋聖戦 1月 12日から 
こちらは、一力遼棋聖対芝野虎丸名人による七番勝負です。主催は読売新聞など
で優勝賞金は 4,300 万円という桁はすれの賞金です。男女の格差が出ていますね。 
 
第三話 落語の演目「碁泥」 
正月は「囲碁」の他に「落語」を楽しんではいかがでしょうか。「笠碁」とならぶ碁をテーマにした落語の代
表的演目に「碁泥」があります。６代目春風亭柳橋が得意としたといわれます。囲碁を楽しんでいる二人の男の
家に泥棒が入ります。泥棒も碁が大好き。盗んだものを風呂敷に包んで家を出ようとしますが、碁石を打つ音に
ひかれて二人に近づき、しばらく眺めているうちについつい我慢できなくなって助言をし始めます。二人は、「口
出しをしないでくれ」と言いながら依然として碁に夢中。「大きな荷物だなっといくか」とパチリ。あまりに口
出しが上手いので、男たちは「よくいらっしゃたねえ。」、「お景気はいかがです。」「おかげでこんなにお宅から
いただきました。」「それはよいことをしましたな。・・・これからちょいちょいいらっしゃい。」  
 
第四話 落語とはオチのある滑稽噺（落とし噺）のこと 
 落語は親父ギャグなどの大笑いできる芸能とは違います。落語と他の話芸と違い、いろいろな「サゲ」や「マ
クラ」がわかると笑いを誘う「芸術」です。落語では、落ちを「サゲ」といい、落語の終わらせ方を「～でサゲ
る」といいます。例えば、「目黒のサンマ」「転失気」「錦の袈裟」「崇徳院」などな「粋」なサゲがあります。 
ます。「転失気」って意味をご存知でしょうか？ 
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